
(57)【要約】

【目的】　最初に受信したＮセルの揺らぎに大幅に動作

が依存することのないＡＴＭセル揺らぎ吸収装置を提供

することを目的とする。

【構成】　先入れ先出し型メモリ５と、ＡＴＭセルに格

納された情報を読み出して先入れ先出し型メモリ５に書

き込むＡＴＭセル情報書込部１と、最初に受信したＡＴ

Ｍセルを検出するファーストセル検出部２と、ファース

トセル検出部２で最初に受信したＡＴＭセルを検出した

場合に、所定時間経過後に読出し開始を示す読出しタイ

ミングを生成する読出タイミング生成部３と、読出タイ

ミング生成部３で読出タイミングを生成した場合に、先

入れ先出し型メモリ５に格納された情報の読出しを開始

する読出部４とを備えて構成した。



(2) 特開平８－１９５７５３
1 2

【特許請求の範囲】

【請求項１】先入れ先出し型メモリを有し、受信したＡ

ＴＭセルの揺らぎを吸収するＡＴＭセル揺らぎ吸収装置

において、

前記ＡＴＭセルに格納された情報を読み出して前記先入

れ先出し型メモリに書き込むＡＴＭセル情報書込部と、

ＡＴＭセル揺らぎ吸収装置に電源が投入された場合、前

記先入れ先出し型メモリが空の状態でデータ読出しが行

われた場合、及び前記先入れ先出し型メモリに上限まで

データが格納された状態でデータの書込みが行われた場

合のいずれかが生じた後、最初に受信した前記ＡＴＭセ

ルを検出するファーストセル検出部と、

前記ファーストセル検出部で最初に受信した前記ＡＴＭ

セルを検出した場合に、所定時間経過後に読出し開始を

示す読出しタイミングを生成する読出タイミング生成部

と、

前記読出タイミング生成部で読出しタイミングを生成し

た場合に、前記先入れ先出し型メモリに格納された情報

の読出しを開始し、ユーザクロックに同期してデータの

読出しを続ける読出部とを備えたことを特徴とするＡＴ

Ｍセル揺らぎ吸収装置。

【請求項２】前記読出タイミング生成部は、所定時間の

経過を測るために、外部から一定の周期のクロックを入

力することを特徴とする請求項１に記載のＡＴＭセル揺

らぎ吸収装置。

【請求項３】前記ファーストセル検出部で最初に受信し

た前記ＡＴＭセルを検出した場合に、前記読出タイミン

グ生成部をリセットすることを特徴とする請求項１に記

載のＡＴＭセル揺らぎ吸収装置。

【請求項４】前記読出タイミング生成部が生成する読出

タイミングは、前記読出部が前記先入れ先出し型メモリ

のデータを読み出すクロックを生成するためのユーザク

ロックを、読出しタイミング生成の所定時間計測用の入

力クロックとして使用することを特徴とする請求項１に

記載のＡＴＭセル揺らぎ吸収装置。

【請求項５】前記読出タイミング生成部に入力されるユ

ーザクロックは、ネットワーククロックに基づいて生成

されることを特徴とする請求項１に記載のＡＴＭセル揺

らぎ吸収装置。

【請求項６】前記ＡＴＭセルは、一定速度での伝送が要

求される情報を格納することを特徴とする請求項１に記

載のＡＴＭセル揺らぎ吸収装置。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【産業上の利用分野】本発明は、ＡＴＭセル揺らぎ吸収

装置に関し、特に、ＡＴＭセルの揺らぎを受信側で吸収

する装置に関する。

【０００２】

【従来の技術】ＡＴＭのＡＡＬ（ＡＴＭ　アダプテーシ

ョン　レイヤ）１では、音声や画像等を一定の情報速度

で提供するＣＢＲ（コンスタント　ビット　レート）サ

ービスが行われている。

【０００３】このＣＢＲサービスを実現する仕組みを図

面を参照して説明する。図２は、ＡＴＭセルの構成を示

している。周知のように、ＡＴＭセルは、５バイト長の

ＡＴＭヘッダと、４８バイト長のＳＡＲ－ＰＤＵ（セル

　アセンブル　リアセンブル－プロトコル　データ　ユ

ニット）とで構成されており、ＡＴＭヘッダの最後の１

バイトは、ヘッダのビットエラーを検出するためのＨＥ

Ｃ（ヘッダ　エラーコントロール）となっている。

【０００４】そして、前記ＳＡＲ－ＰＤＵは、ＡＡＬ１

では、図３に示す構成となっている。即ち、最初の１バ

イトは、セルの送出順序を格納するＳＡＲヘッダとして

使用し、残りの４７バイトは、音声や画像等の情報を格

納する領域であるＳＡＲ－ＳＤＵ（セル　アセンブル　

リアセンブル－サービス　データ　ユニット）として使

用する。そして、前記ＳＡＲヘッダに格納された値を確

認することにより、受信側はセル紛失を検出する。

【０００５】前記ＳＡＲヘッダは、図４に示す構成とな

っている。即ち、ＭＳＢ側に位置する４ビット長のＳＮ

Ｆ（シーケンス　ナンバー　フィールド）と、ＬＳＢ側

に位置する４ビット長のＳＮＰＦ（シーケンス　ナンバ

ー　プロテクト　フィールド）とで構成されている。

【０００６】そして、ＳＮＦは、ＣＳ（コンバージェン

ス　サブレイヤ）を示す１ビット長の領域と、０から７

までのいずれかの数字であるＳＮ（シーケンスナンバ

ー）を格納する３ビット長の領域とで構成されている。

ＳＮは、サイクリックにインクリメントされ、その値が

セル送出順序に相当する。

【０００７】また、ＳＮＰＦは、ＳＮのエラー検出・訂

正に使用されるＣＲＣ（サイクリック　リダンダンシィ

　チェック）演算の値を格納する３ビット長の領域と、

偶数パリティであるＥＰ（イーブン　パリティ）を示す

１ビット長の領域とで構成されている。なお、ＣＲＣ

は、ＸをＳＮの値として、Ｘ
3
＋Ｘ＋１ で生成される。

【０００８】ところで、ＡＴＭ交換機では、ＡＴＭセル

をスイッチングバッファに蓄えた後に読み出して目的対

地へルーティングするが、読み出す速度が一定でないた

め、揺らぎが生じることがある。

【０００９】また、伝送遅延が生じたり、輻輳が発生し

てＡＴＭセルが紛失した場合にも、揺らぎが生じること

がある。このようなＡＴＭセルの揺らぎ吸収を目的とす

る従来の技術の一例は、図５に示すように、ユーザクロ

ック分周部１０、ＦＩＦＯ部７０、ＡＴＭセル分解部２

０、セルカウンタ部３０、リードクロック生成部４０、

ＡＮＤ回路５０、ＦＩＦＯリセット生成部６０及びセレ

クタ部８０を備えて構成されている。

【００１０】以下、各構成要素を説明する。

（イ）ユーザクロック分周部１０

ユーザクロック分周部１０は、ネットワーククロック
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（例えば、１５５.５２／８＝１９.４４MHz）を分周し

て生成したユーザクロックＵＣを出力する。

【００１１】（ロ）ＦＩＦＯ部７０

ＦＩＦＯ部７０は、ＡＴＭセル分解部２０から入力した

受信情報ＲＩを所定長蓄積する。

【００１２】（ハ）ＡＴＭセル分解部２０

ＡＴＭセル分解部２０は、ＡＴＭセルから４７バイトの

情報部（ＳＡＲ－ＳＤＵ）を抽出し、ＦＩＦＯ部７０に

書き込む。

【００１３】（ニ）セルカウンタ部３０

セルカウンタ部３０は、ＦＩＦＯ部７０に書き込まれた

データ量をセル単位（４７バイト単位）でカウントし、

Ｎセル（Ｎは整数）が書き込まれた後、読出し開始のタ

イミングＲＤＳＴをリードクロック生成部４０に出力す

る。

【００１４】（ホ）リードクロック生成部４０

リードクロック生成部４０は、ユーザクロックＵＣと同

一のリードクロックＲＣをセレクタ部８０に出力する。

【００１５】（ヘ）ＦＩＦＯリセット生成部６０

ＦＩＦＯリセット生成部６０は、ＦＩＦＯ部７０をリセ

ットする信号ＸＲＳＴの生成に使用されるＸＲＳＡを出

力する。

【００１６】ＦＩＦＯリセット生成部６０は、ＦＩＦＯ

部７０が空（エンプティ）の状態でで読出しがされた場

合や満杯（フル）になった状態で書き込みがされた場合

に、リセットパルスを生成して、セルカウンタ部３０と

ＦＩＦＯ部７０をリセットし、パワーオンリセットと同

様な動作を開始させる。

【００１７】（ト）ＡＮＤ回路５０

ＡＮＤ回路５０は、パワーオンリセットＸＰＯＲとＸＲ

ＳＡの論理積をとり、ＸＲＳＴを出力する。

【００１８】（チ）セレクタ部８０

セレクタ部８０は、揺らぎ吸収に必要なセル数ＮがＦＩ

ＦＯ部７０に書き込まれた時に、ユーザクロックＵＣと

同一のＦＲＣをＦＩＦＯ部７０のＲＥＡＤに出力する。

そして、ＦＩＦＯ部７０から読み出しが開始されると、

ユーザ情報ＵＩを一定速度で再生開始する。それ以降読

み出しは継続される。

【００１９】

【発明が解決しようとする課題】前記従来の揺らぎ吸収

技術では、パワーオンリセット後、又はＦＩＦＯ部７０

がエンプティあるいはフルとなってリセットされた後の

最初のＮセルが揺らぎにより間隔が短く受信された場合

に、セル読出し開始時間は、揺らぎが小さい場合に比べ

て早くなる。ＡＴＭセルの送信側は、一定時間で送出し

ているため、間隔が短いセルがきた分だけ、その後、セ

ル間隔の長いセルが受信される可能性が高くなり、ＦＩ

ＦＯ部７０がエンプティになりやすい問題がある。図６

は、この問題を具体的に示す図である。

【００２０】図６の上段、中段及び下段は、それぞれ送

信セルの送信間隔と受信セルの到達間隔、受信セルの読

出間隔及びＦＩＦＯ部７０に蓄積されているセル容量を

示している。送信セルは、平均値がＴで、分散が小さな

時間間隔で送信されているが、実際にはＡＴＭ交換機内

のゆらぎにより、その到達時間間隔Ｔ1、Ｔ2、・・・、

Ｔ5 となっている。また、受信セルは一定のタイミング

Ｔで読み出される。そして、ＦＩＦＯ部７０は、４セル

分格納する容量を有し、Ｎ＝２、即ち、２セルを受信し

てからデータ読出しを開始する。このような条件下で、

３セル分読んだ時点でＦＩＦＯ部７０がエンプティとな

り、エンプティリセットが発生する。

【００２１】また、前記従来の揺らぎ吸収技術では、パ

ワーオンリセット後、又はＦＩＦＯ部７０がエンプティ

あるいはフルとなってリセットされた後の最初のＮセル

が揺らぎにより間隔が長く受信された場合に、セル読出

し開始時間は、揺らぎが小さい場合に比べて遅くなる。

ＡＴＭセルの送信側は、一定時間で送出しているため、

間隔が長いセルがきた分だけ、その後、セル間隔の短い

セルが受信される可能性が高くなり、ＦＩＦＯ部７０が

フルになりやすくなる問題がある。図７は、この問題を

具体的に示す図である。

【００２２】図７の上段、中段及び下段は、それぞれ送

信セルの送信間隔と受信セルの到達間隔、受信セルの読

出間隔及びＦＩＦＯ部７０に蓄積されているセル容量を

示している。送信セルは、平均値がＴで、分散が小さな

時間間隔で送信されているが、実際にはＡＴＭ交換機内

のゆらぎにより、その到達時間間隔Ｔ1、Ｔ2、・・・、

Ｔ5 となっている。また、受信セルは一定のタイミング

Ｔで読み出される。そして、ＦＩＦＯ部７０は、４セル

分格納する容量を有し、Ｎ＝２、即ち、２セルを受信し

てからデータ読出しを開始する。このような条件下で、

２セル分読んだ時点でＦＩＦＯ部７０がフルとなり、フ

ルリセットが発生する。

【００２３】更に、前記従来の揺らぎ吸収技術では、Ａ

ＴＭセルの紛失によるダミーデータの挿入が行われた場

合に、受信セルが少ない分だけ読出し開始が延びてしま

い、ＦＩＦＯ部７０がフルになりやすくなるという問題

がある。図８は、この問題を具体的に示す図である。

【００２４】図８の上段、中段及び下段は、それぞれ送

信セルの送信間隔と受信セルの到達間隔、受信セルの読

出間隔及びＦＩＦＯ部７０に蓄積されているセル容量を

示している。送信セルは、平均値がＴで、分散が小さな

時間間隔で送信されているが、実際にはＡＴＭ交換機内

のゆらぎにより、その到達時間間隔Ｔ1、Ｔ2、・・・、

Ｔ5 となっている。また、受信セルは一定のタイミング

Ｔで読み出される。そして、ＦＩＦＯ部７０は、４セル

分格納する容量を有し、Ｎ＝２、即ち、２セルを受信し

てからデータ読出しを開始する。そして、ＳＮ＝１、２

及び３のセルが紛失したものと仮定する。このような条

件下で、５セル分読んだ時点でＦＩＦＯ部７０がフルと
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なり、フルリセットが発生する。

【００２５】ここまでは、Ｎの値を２として説明した

が、Ｎの値はシステムによっては２から１００程度の値

となる。ところで、ＦＩＦＯ部７０の容量は、エンプテ

ィになる確率とフルになる確率をほぼ同じにする目的と

ハード量を削減する目的のため、一般には、Ｎの約２倍

の値とする。ここで、Ｎを小さな値に想定すると、前記

のような問題が発生して正常に動作しなくなる恐れがあ

るため、ある程度大きな値のＮを想定することが好まし

いが、このことはＦＩＦＯの容量の増加を意味し、ハー

ド量が増加するとともにコスト面でも好ましくない。

【００２６】本発明は、このような事情に鑑みてなされ

たもので、最初に受信したＮセルの揺らぎに大幅に動作

が依存することのないＡＴＭセル揺らぎ吸収装置を提供

することを課題とする。

【００２７】

【課題を解決するための手段】

《本発明のＡＴＭセル揺らぎ吸収装置》本発明のＡＴＭ

セル揺らぎ吸収装置は、前述した課題を解決するため、

先入れ先出し型メモリ５を有し、受信したＡＴＭセルの

揺らぎを吸収するＡＴＭセル揺らぎ吸収装置において、

ＡＴＭセル書込部１、ファーストセル検出部２、読出タ

イミング生成部３及び読出部４を必須構成要素として構

成されている（請求項１に対応）。この構成を、以下、

本発明の第１の構成と呼ぶ。図１は、第１の構成に対応

した図、即ち原理構成図である。

【００２８】（ＡＴＭセル書込部１）ＡＴＭセル書込部

１は、前記ＡＴＭセルに格納された情報を読み出して前

記先入れ先出し型メモリ５に書き込む。ここで、読み出

される情報は、ＡＴＭセルのＳＡＲ－ＳＤＵ領域に格納

されている（図３参照）。

【００２９】（ファーストセル検出部２）ファーストセ

ル検出部２は、ＡＴＭセル揺らぎ吸収装置に電源が投入

された場合、前記先入れ先出し型メモリ５が空の状態で

データ読出しが行われた場合、及び前記先入れ先出し型

メモリ５に上限までデータが格納された状態でデータの

書込みが行われた場合のいずれかが生じた後、最初に受

信した前記ＡＴＭセルを検出する。

【００３０】（読出タイミング生成部３）読出タイミン

グ生成部３は、前記ファーストセル検出部２で最初に受

信した前記ＡＴＭセルを検出した場合に、所定時間経過

後に読出し開始を示す読出しタイミングを生成する。

【００３１】（読出部４）読出部４は、前記読出タイミ

ング生成部３で読出しタイミングを生成した場合に、前

記先入れ先出し型メモリ５に格納された情報の読出しを

開始し、ユーザクロックに同期してデータの読出しを続

ける。

《本発明の第１の構成に対する限定的構成》本発明の第

１の構成に対して、以下の限定的構成を設けてもよい。

【００３２】即ち、前記読出タイミング生成部３は、所

定時間の経過を測るために、外部から一定の周期のクロ

ックを入力することである（請求項２に対応）。この構

成を、以下、本発明の第２の構成と呼ぶ。

【００３３】また、前記ファーストセル検出部２で最初

に受信した前記ＡＴＭセルを検出した場合に、前記読出

タイミング生成部３をリセットすることである（請求項

３に対応）。この構成を、以下、本発明の第３の構成と

呼ぶ。

【００３４】更に、前記読出タイミング生成部３が生成

する読出タイミングは、前記読出部４が前記先入れ先出

し型メモリ５のデータを読み出すクロックを生成するた

めのユーザクロックを、読出しタイミング生成の所定時

間計測用の入力クロックとして使用することである（請

求項４に対応）。この構成を、以下、本発明の第４の構

成と呼ぶ。

【００３５】そして、前記読出タイミング生成部３に入

力されるユーザクロックは、ネットワーククロックに基

づいて生成することである（請求項５に対応）。この構

成を、以下、本発明の第５の構成と呼ぶ。

【００３６】更に、前記ＡＴＭセルは、一定速度での伝

送が要求される情報を格納することである（請求項６に

対応）。この構成を、以下、本発明の第６の構成と呼

ぶ。

【００３７】

【作用】本発明の第１、第２、第３、第４、第５及び第

６の構成によれば、先入れ先出し型メモリ５に格納され

たデータは、読出タイミング生成部３で生成された読出

タイミングが所定時間経過した後に、読出部４により読

み出されるようになる。

【００３８】

【実施例】以下、本発明のＡＴＭセル揺らぎ吸収装置の

実施例を図面を参照して説明する。

【００３９】《実施例のＡＴＭセル揺らぎ吸収装置が用

いられるＡＴＭシステム》本実施例のＡＴＭセル揺らぎ

吸収装置は、ＡＴＭ装置に内蔵される形で設けられ、そ

のＡＴＭ装置は、例えば、図９に示すようなＡＴＭシス

テムに用いられる。

【００４０】なお、ＡＴＭシステムの伝送速度は、例え

ば１５５.５２Mbps（１９.４４Mハ゛イト/s） であり、この

伝送速度で伝送されるＡＴＭセルは音声や画像等のＣＢ

Ｒデータを格納している。以後、６４Kbps（８Kハ゛イト/

s） の音声データを例として説明する。

【００４１】以下、図９のＡＴＭシステムの構成要素を

説明する。

（イ）第１のＡＴＭ装置１０１

第１のＡＴＭ装置１０１は、一定の情報速度で再生する

ことが好ましいＣＢＲデータをＡＴＭセルに格納して出

力する。説明のため、図９では、ＡＴＭ装置１０１は送

信側とする。なお、ＣＢＲデータは、具体的には、音

声、画像等の情報である。
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（ロ）ＡＴＭ交換機１０２

ＡＴＭ交換機１０２は、第１のＡＴＭ装置１０１に接続

し、この第１のＡＴＭ装置１０１から入力したＡＴＭセ

ルを図示していないバッファに蓄えた後に読み出して目

的対地へルーティングする。

（ハ）第２のＡＴＭ装置１０３

第２のＡＴＭ装置１０３は、ＡＴＭ交換機１０２に接続

し、このＡＴＭ交換機１０２から入力したＡＴＭセルに

格納されたＣＢＲデータを出力する。この第２のＡＴＭ

装置１０３は、ＡＴＭセル揺らぎ吸収装置を内蔵する。

【００４２】なお、システムによっては、第２のＡＴＭ

装置１０３がＡＴＭ交換機１０２に内蔵されることがあ

る。このような場合には、ＡＴＭ交換機１０２にＡＴＭ

セル揺らぎ吸収装置が内蔵されることになる。

【００４３】《ＡＴＭ揺らぎ吸収装置》まず、以下の説

明において参照する図面中で用いられている記号とその

名称について主なものを説明する。

【００４４】（記号とその名称）記号とその名称を、以

下に、記号：名称の形式で示す。

ＡＴＭＤＴ：ＡＴＭデータ、ＣＥＣＫ：セルクロック、

ＣＫＩ：クロックインプット、ＤＴ：データ、ＥＭＰＴ

Ｙ：エンプティ、ＦＵＬＬ：フル、ＮＣ：ネットワーク

クロック、ＰＧ：ペイロードゲート、ＰＯＲ：パワーオ

ンリセット、ＲＣ：リードクロック、ＲＤＳＴ：リード

スタート、ＲＤＳＴＰ：リードストップ、ＲＩ：受信情

報、ＲＳＴ：リセット、ＳＮ：シーケンスナンバー、Ｓ

ＮＩＮＦＯ：シリアルナンバーシーケンス情報、ＳＮＲ

Ｄ：シーケンスナンバーリード、ＵＣ：ユーザクロッ

ク、ＵＩ：ユーザ情報、ＵＩＣＫ：ユーザ情報クロッ

ク、ＷＣ：ライトクロック。

【００４５】なお、記号の先頭に付いている＂Ｘ＂は負

論理で動作することを意味する。又、記号の先頭に付い

ている＂Ｆ＂及び記号の末尾に付いている＂Ａ＂並びに

数字は、類似する他の記号の名称から区別するための添

字を意味する。

【００４６】（構成要素の説明）図１０は、本実施例の

ＡＴＭ揺らぎ吸収装置の構成図である。ＡＴＭ揺らぎ吸

収装置は、同図に示すように、ユーザクロック分周部１

０、ＡＴＭセル分解部２０、セルカウンタ部３０、リー

ドクロック生成部４０、ＦＩＦＯリセット生成部６０、

ＦＩＦＯ部７０、セレクタ部８０、ファーストセル検出

部９０及びＡＮＤ回路５０を備えて構成されている。

【００４７】以下、各構成要素を説明する。

〔ユーザクロック分周部１０〕ユーザクロック分周部１

０は、ネットワーククロックＮＣを利用して、ＡＴＭ揺

らぎ吸収装置内で使用されるパルス信号であるユーザク

ロックＵＣを生成する回路であり、図１１に示すよう

に、ＣＬＫ入力部と、Ｄ出力部と、ＸＲ入力部とを有し

ている。

【００４８】ＣＬＫ入力部は、ネットワーククロックＮ

Ｃを入力する。ネットワーククロックＮＣは、例えば、

１５５.５２MHzを８分周した１９.４４MHzのパルス波で

ある。

【００４９】Ｄ出力部は、６４Kbs の音声データの場合

の例では、ネットワーククロックＮＣを２４３０分周し

た８kHzのユーザクロックＵＣを出力する。ＸＲ入力部

は、ユーザクロック分周部１０自体をリセットするパワ

ーオンリセットＸＰＯＲを入力する。

【００５０】図１２に、ネットワーククロックＮＣがＸ

（＝１９.４４MHz／８kHz＝２４３０）分周されてユー

ザクロックＵＣが作られる様子を示す。

〔ＡＴＭセル分解部２０〕ＡＴＭセル分解部２０は、受

信したＡＴＭセルから４７バイトの情報部（ＳＡＲ－Ｓ

ＤＵ）を抽出しＦＩＦＯ部７０に書き込む回路であり、

図１３に示すように、ＡＮＤ回路２１と、ＡＮＤ回路２

２－０～２２－７と、ＡＴＭヘッダ検出部２３とを有し

ている。

【００５１】ＡＮＤ回路２１は、ネットワーククロック

ＮＣとＡＴＭヘッダ検出部２３から出力されるペイロー

ドゲートＰＧとの論理積演算を行い、演算値をライトク

ロックＷＣとして出力する。なお、ペイロードゲートＰ

Ｇとは、ＡＴＭセルのＡＴＭヘッダとＳＡＲヘッダを処

理している時に＂Ｌ＂で、ＳＡＲ－ＳＤＵを処理してい

る時に＂Ｈ＂となる信号のことである。

【００５２】ＡＮＤ回路２２－０～２２－７は、それぞ

れ、ＡＴＭデータＡＴＭＤＴ０～７とペイロードゲート

ＰＧとの論理積演算を行い、演算値を受信情報ＲＩ０～

７として出力する。なお、ＡＴＭデータＡＴＭＤＴ０～

７は、ＡＴＭセルを構成する各バイトのビット０～７に

対応した値である。

【００５３】ＡＴＭヘッダ検出部２３は、ＡＴＭセルの

先頭の５バイト部分を占めるＡＴＭヘッダ（図１参照）

を検出する回路であり、図１４に示すように、Ｄ－ＦＦ

２３ａ、ヘッダ値格納部２３ｂ、コンパレータ２３ｃ、

Ｄ－ＦＦ２３ｄ、ＡＮＤ回路２３ｅ、コンパレータ２３

ｆ、ＣＲＣ演算部２３ｇ、４７カウンタ２３ｈ、Ｄ－Ｆ

Ｆ２３ｉ、Ｄ－ＦＦ２３ｊ、Ｄ－ＦＦ２３ｋ、Ｄ－ＦＦ

２３ｌ、Ｄ－ＦＦ２３ｍ、Ｄ－ＦＦ２３ｎ、Ｄ－ＦＦ２

３ｏ及びＳＮ－ＦＩＦＯ２３ｐを備えている。

【００５４】以下、前記構成要素を説明する。

（イ）Ｄ－ＦＦ２３ａ

Ｄ－ＦＦ２３ａは、コンパレータ２３ｆのＣから出力さ

れる信号を、ネットワーククロックＮＣによってラッチ

し、ヘッダチェックＨＣＫとしてＱ出力する。

【００５５】（ロ）ヘッダ値格納器２３ｂ

ヘッダ値格納器２３ｂは、４バイト×８ビット、即ち３

２ビットのヘッダ値を格納する。図１４中、Ｈの次の数

字は、１～４のいずれのバイトであるかを表し、その次

の数字は、バイト中のビット位置を表す。

【００５６】（ハ）コンパレータ２３ｃ
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コンパレータ２３ｃは、２つの３２ビット入力部Ａ１～

３２及びＢ１～３２を有し、それらの値を比較して一致

すればＣ出力部に＂Ｈ＂を出力し、一致しなければ

＂Ｌ＂を出力する。なお、入力部Ａ１～３２には、ヘッ

ダ値格納器２３ｂが格納するヘッダ値が入力され、入力

部Ｂ１～３２には、Ｄ－ＦＦ２３ｋ～２３ｎから出力さ

れるＱ出力であるＤ４７～Ｄ１０が入力される。

【００５７】（ニ）Ｄ－ＦＦ２３ｄ

Ｄ－ＦＦ２３ｄは、コンパレータ２３ｃのＣ出力部から

出力される信号を、Ｄ－ＦＦ２３ａから出力されるヘッ

ダチェックＨＣＫによってラッチし、ヘッダがＯＫか否

かを示すヘッダオーケーＨＯＫとしてＱ出力する。

【００５８】（ホ）ＡＮＤ回路２３ｅ

ＡＮＤ回路２３ｅは、Ｄ－ＦＦ２３ｄから出力されるヘ

ッダオーケーＨＯＫと４７カウンタ２３ｈの出力の反転

値との論理積演算を行い、演算値をペイロードゲートＰ

Ｇとして出力する。

【００５９】（ヘ）コンパレータ２３ｆ

コンパレータ２３ｆは、２つの８ビット入力部Ａ７～０

及びＢ７～０を有し、それらの値を比較して一致すれば

Ｃ出力部に＂Ｈ＂を出力し、一致しなければ＂Ｌ＂を出

力する。なお、入力部Ａ７～０には、ＣＲＣ演算部２３

ｇの出力値が入力され、入力部Ｂ７～０には、Ｄ－ＦＦ

２３ｊのＱ出力であるＤ５７～５０が入力される。

【００６０】（ト）ＣＲＣ演算部２３ｇ

ＣＲＣ演算部２３ｇは、Ｄ－ＦＦ２３ｋ～２３ｎから出

力されるＱ出力（全３２ビット）を入力し、Ｘ
3
＋Ｘ＋

１ のＣＲＣ演算を行って、その演算値を出力する。

【００６１】（チ）４７カウンタ２３ｈ

４７カウンタ２３ｈは、ネットワーククロックＮＣを入

力し、ＮＣ中のパルスを数えて、４７個数える毎に４７

個数えたことを示す４７ＣＮＴを出力する。この４７カ

ウンタ２３ｈは、Ｄ－ＦＦ２３ａから出力されるヘッダ

チェックＨＣＫによってリセットされる。

【００６２】（リ）Ｄ－ＦＦ２３ｉ

Ｄ－ＦＦ２３ｉは、ＡＴＭデータＡＴＭＤＴ０～７を、

ネットワーククロックＮＣを反転させた値によってラッ

チし、Ｄ６７～Ｄ６０としてＱ出力する。

【００６３】（ヌ）Ｄ－ＦＦ２３ｊ

Ｄ－ＦＦ２３ｊは、Ｄ－ＦＦ２３ｉからＱ出力されたＤ

６７～Ｄ６０を、ネットワーククロックＮＣを反転させ

た値によってラッチし、Ｄ５７～Ｄ５０としてＱ出力す

る。

【００６４】（ル）Ｄ－ＦＦ２３ｋ

Ｄ－ＦＦ２３ｋは、Ｄ－ＦＦ２３ｊからＱ出力されたＤ

５７～Ｄ５０を、ネットワーククロックＮＣを反転させ

た値によってラッチし、Ｄ４７～Ｄ４０としてＱ出力す

る。

【００６５】（ヲ）Ｄ－ＦＦ２３ｌ

Ｄ－ＦＦ２３ｌは、Ｄ－ＦＦ２３ｋからＱ出力されたＤ

４７～Ｄ４０を、ネットワーククロックＮＣを反転させ

た値によってラッチし、Ｄ３７～Ｄ３０としてＱ出力す

る。

【００６６】（ワ）Ｄ－ＦＦ２３ｍ

Ｄ－ＦＦ２３ｍは、Ｄ－ＦＦ２３ｌからＱ出力されたＤ

３７～Ｄ３０を、ネットワーククロックＮＣを反転させ

た値によってラッチし、Ｄ２７～Ｄ２０としてＱ出力す

る。

【００６７】（カ）Ｄ－ＦＦ２３ｎ

Ｄ－ＦＦ２３ｎは、Ｄ－ＦＦ２３ｍからＱ出力されたＤ

２７～Ｄ２０を、ネットワーククロックＮＣを反転させ

た値によってラッチし、Ｄ１７～Ｄ１０としてＱ出力す

る。

【００６８】（ヨ）Ｄ－ＦＦ２３ｏ

Ｄ－ＦＦ２３ｏは、Ｄ－ＦＦ２３ｉからＱ出力されたＤ

６７～Ｄ６０を、Ｄ－ＦＦ２３ａから出力されるヘッダ

チェックＨＣＫによってラッチし、ＳＡＲヘッダとして

Ｑ出力する。

【００６９】（タ）ＳＮ－ＦＩＦＯ２３ｐ

ＳＮ－ＦＩＦＯ２３ｐは、先入れ先出し型メモリであ

り、Ｄ－ＦＦ２３ｏから出力されたＳＡＲヘッダの６～

４ビットをＤＩＮ部から入力し、ＷＲ部に入力されるＤ

－ＦＦ２３ａのヘッダチェックＨＣＫの反転のシーケン

スナンバライトＳＮＷＲの立ち上がりで蓄積する。そし

て、ＲＤ部にシーケンスナンバーリードＳＮＲＤ信号が

入力された時に、蓄積していたデータを、ＤＯＵＴ部か

らシリアルナンバーシーケンス情報ＳＮＩＮＦＯとして

出力する。

【００７０】なお、Ｄ－ＦＦ２３ｏから出力されたＳＡ

Ｒヘッダの６～４ビットのみを入力するのは、ＡＴＭセ

ルのシーケンスナンバーが３ビットで表されるからであ

る。次に、ＡＴＭセル分解部２０の動作とＡＴＭヘッダ

検出部２３の動作を図１５を参照して説明する。

【００７１】まず、入力されたＡＴＭセルの先頭から１

バイト目が、ネットワーククロックＮＣの立ち下がりに

同期してデータが切り出されてＤ６７～６０のデータと

なる。次のＮＣの立ち下がりに同期して、Ｄ６７～６０

のデータがＤ５７～５０のデータとなると共に、ＡＴＭ

セルの２バイト目が切り出されＤ６７～６０のデータと

なる。そして、次のＮＣの立ち下がりに同期して、Ｄ５

７～５０のデータがＤ４７～４０のデータになると共

に、Ｄ６７～６０のデータがＤ５７～５０のデータにな

り、ＡＴＭセルの３バイト目が切り出されＤ６７～６０

のデータとなる。このような動作が繰り返されて、Ｄ１

７～１０にＡＴＭセルの先頭から１バイト目が格納され

た時、ＡＴＭヘッダ４バイトとＨＥＣがチェックされ、

正当ならば、ヘッダチェックＨＣＫ信号がオンになる。

さらに、Ｄ１７～１０、Ｄ２７～２０、Ｄ３７～３０及

びＤ４７～４０に格納されたＡＴＭヘッダとヘッダ値格

納部２３ｂの値が比較され、受信すべきＡＴＭセルと判
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断された場合に、ヘッダオーケーＨＯＫとペイロードゲ

ートＰＧがオンになる。

【００７２】ヘッダオーケーＨＯＫがオンになると、Ａ

ＴＭセルの情報部（ＳＡＲ－ＳＤＵ）４７バイトが計数

され、４７バイト計数されたところで、ペイロードゲー

トＰＧがオフになる。

【００７３】また、ペイロードゲートＰＧがオンの間、

ライトクロックＷＣが生成されて、受信情報ＲＩ７～０

が、ＦＩＦＯ部７０に格納される。

〔セルカウンタ部３０〕セルカウンタ部３０は、ファー

ストセル検出部９０が最初のＡＴＭセルを検出し出力さ

れるリセット信号ＸＲＳによりリセットされた後、所定

時間をＡＴＭセルゆらぎがない場合のセル間隔（４７バ

イト単位）でカウントする回路であり、図１６に示すよ

うに、１／４７カウンタ３１と、１／Ｎカウンタ３２

と、Ｄ－ＦＦ３３と、Ｄ－ＦＦ３４とを有している。

【００７４】１／４７カウンタ３１は、クロックインパ

ルスＣＫＩを入力するＣＬＫ入力部を有し、ＣＫＩ中の

パルスを数えて、４７個数える毎に４７個数えたことを

示すセルクロックＣＥＣＫをＣＯ部から出力する。クロ

ックインパルスＣＫＩにはユーザクロックＵＣが接続さ

れているので、セルクロックＣＥは、ＡＴＭセルゆらぎ

がない場合のセル間隔を示している。なお、１／４７カ

ウンタ３１は、リセット信号ＸＲＳによってリセットさ

れる。

【００７５】１／Ｎカウンタ３２は、セルクロックＣＥ

ＣＫを入力するＣＬＫ入力部を有し、ＣＥＣＫ中のパル

スを数えて、Ｎ個数えるごとにＮ個数えたことを示す信

号３６をＣＯ部から出力する。なお、１／Ｎカウンタ３

２は、リセット信号ＸＲＳによってリセットされる。

【００７６】Ｄ－ＦＦ３３は、＂Ｈ＂に保持された信号

を、１／Ｎカウンタ３２から出力される信号３６によっ

てラッチし、信号３７として出力する。Ｄ－ＦＦ３３

は、リセット信号ＸＲＳによってリセットされる。

【００７７】Ｄ－ＦＦ３４は、Ｄ－ＦＦ３３から出力さ

れるＱ出力を、セルクロックＣＥＣＫを反転させた値に

よってラッチし、信号３９として出力する。ＡＮＤ回路

３５は、Ｄ－ＦＦ３３から出力された信号３７とＤ－Ｆ

Ｆ３４から出力された信号３９との論理積演算を行い、

演算値をリードスタートＲＤＳＴとして出力する。

【００７８】図１７に、セルカウンタ部３０の動作を示

す。まず、リセット信号ＸＲＳが＂Ｌ＂から＂Ｈ＂に変

化した後に、クロックインパルスＣＫＩが４７個発生す

ると、セルクロックＣＥＣＫが１個発生する。この動作

が繰り返されてセルクロックＣＥＣＫがＮ個発生する

と、リードスタートＲＤＳＴが１個発生する。以後、リ

セット信号ＸＲＳに下向きパルスが入力されない限りＲ

ＤＳＴは発生しない。

【００７９】〔リードクロック生成部４０〕リードクロ

ック生成部４０は、図１８に示すように、Ｄ－ＦＦ４

１、Ｄ－ＦＦ４２、Ｄ－ＦＦ４３、３ビット引き算器４

４、３ビット引き算器４５、Ｄ－ＦＦ４６、カウンタ４

７、デコーダ４８、ＡＮＤ回路４９ａ、ＡＮＤ回路４９

ｂ、ＡＮＤ回路４９ｃを備えて構成されている。

【００８０】（イ）Ｄ－ＦＦ４１

Ｄ－ＦＦ４１は、＂Ｈ＂に保持された信号を、リードス

タートＲＤＳＴによってラッチし、リードオーケーＲＤ

ＯＫＡとしてＱ出力する。Ｄ－ＦＦ４１は、リセット信

号ＸＲＳによってリセットされる。

【００８１】（ロ）Ｄ－ＦＦ４２

Ｄ－ＦＦ４２は、リードオーケーＲＤＯＫＡを、ユーザ

クロックＵＣによってラッチし、リードオーケーＲＤＯ

Ｋとして出力する。Ｄ－ＦＦ４２は、リセット信号ＸＲ

Ｓによってリセットされる。

【００８２】（ハ）Ｄ－ＦＦ４３

Ｄ－ＦＦ４３は、３ビットのシリアルナンバーシーケン

ス情報ＳＮＩＮＦＯを、ＡＮＤ回路４９ｃから出力され

るシリアルナンバーリードＳＮＲＤによってラッチし、

ＮＰＲＶとしてＱ出力する。なお、シリアルナンバーシ

ーケンス情報ＳＮＩＮＦＯは、最新に入力されたＡＴＭ

セルのシリアルナンバーに相当し、ＮＰＲＶは、直前に

入力されたＡＴＭセルのシリアルナンバーに相当する。

Ｄ－ＦＦ４３は、リセット信号ＸＲＳによってリセット

される。

【００８３】（ニ）３ビット引き算器４４

３ビット引き算器４４は、シリアルナンバーシーケンス

情報ＳＮＩＮＦＯからＮＰＲＶを減算し、演算結果を出

力する。

【００８４】（ホ）３ビット引き算器４５

３ビット引き算器４５は、３ビット引き算器４４から出

力された演算結果から１を減算し、演算結果をシリアル

ナンバー差分ＤＳＮとして出力する。

【００８５】（ヘ）Ｄ－ＦＦ４６

Ｄ－ＦＦ４６は、ＡＮＤ回路４９ｃから出力されたシリ

アルナンバーリードＳＮＲＤを、ユーザクロックＵＣを

反転させた値によってラッチする。

【００８６】（ト）カウンタ４７

カウンタ４７は、３ビット引き算器４５から出力された

シリアルナンバー差分ＤＳＮを入力し、ＡＮＤ回路４９

ｂから出力された値によって１ずつ減算し、演算結果を

シリアルナンバーカウントＳＮＣＮＴとして出力する。

なお、カウンタ４７は、リセット信号ＸＲＳによってリ

セットされる。

【００８７】（チ）デコーダ４８

デコーダ４８は、カウンタ４７から出力されたＳＮＣＮ

Ｔをデコードし、ＳＮＣＮＴが＂０００＂であった時

＂１＂を出力する。この出力を反転させたものは、リー

ドストップＸＲＤＳＴＰとなる。

【００８８】（ヌ）ＡＮＤ回路４９ａ

ＡＮＤ回路４９ａは、ユーザクロックＵＣとＤ－ＦＦ４
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２から出力されるリードオーケーＲＤＯＫとの論理積演

算を行い、演算結果をリードクロックＲＣとして出力す

る。

【００８９】（ル）ＡＮＤ回路４９ｂ

ＡＮＤ回路４９ｂは、Ｄ－ＦＦ４１から出力されるＲＤ

ＯＫＡとセルクロックＣＥＣＫとの論理積演算を行い、

演算結果をシリアルナンバーリードＳＮＲＤＡとして出

力する。

【００９０】（ヲ）ＡＮＤ回路４９ｃ

ＡＮＤ回路４９ｃは、リードストップＸＲＤＳＴＰとシ

リアルナンバーリードＳＮＲＤＡとの論理積演算を行

い、演算結果をシリアルナンバーリードＳＮＲＤとして

出力する。

【００９１】図１９に、リードクロック生成部４０の動

作を示す。まず、リセット信号ＸＲＳが＂Ｌ＂から

＂Ｈ＂に変化した後に、リードスタートパルスＲＤＳＴ

が入ると、Ｄ－ＦＦ４１でパルスが保持された後、Ｄ－

ＦＦ４２で位相合わせされて、リードオーケーＲＤＯＫ

が負から正に変化する。このリードオーケーＲＤＯＫと

ユーザクロックＵＣとの論理積演算により、リードクロ

ックＲＣが生成される。

【００９２】図２０に、セル紛失時のＡＴＭヘッダ検出

部２３とリードクロック生成部４０の動作を示す。ま

た、図２１に、リードクロック生成部４０とＡＴＭヘッ

ダ検出部２３の動作を示す。図２０及び図２１は、共通

の動作を示す部分が多いので、以下まとめて説明する。

【００９３】ここでは、シリアルナンバーＳＮが０から

７のＡＴＭセルのうち、ＳＮが１、２及び３のＡＴＭセ

ルが紛失しているものとする。また、Ｎ＝２、即ちシリ

アルナンバーデータＳＮＤＴが０になってから２単位の

読出タイミングが経過した後、データの読出を行うもの

とする。

【００９４】まず、ＳＮＤＴが０になってから２単位の

読出タイミングが経過した後、ＦＩＦＯ部７０からのデ

ータ読出を指示するＲＤＳＴパルスが発生する（図２１

参照）と共に、ＳＮＲＤパルスが発生する。この時ＳＮ

＝０のＡＴＭセルが読まれるので、ＳＮＩＮＦＯは０に

なる。次に、ＳＮＲＤパルスが発生したとき、ＳＮ＝４

のＡＴＭセルが読まれるので、ＳＮＩＮＦＯは４とな

る。このＳＮＩＮＦＯは、以後ＳＮ＝５、６・・のデー

タが読み込まれてから２単位の読出タイミング分遅れ

て、５、６・・の値をとる。

【００９５】ＳＮＩＮＦＯの値は、ＳＮＣＮＴに反映さ

れＳＮＣＮＴが０から３に変化したところで、ＦＩＦＯ

部７０からのデータ読出中止を指示するＸＲＳＴＰパル

スが発生（＂Ｈ＂から＂Ｌ＂になる）する。

【００９６】そして、読出タイミングが１単位経過する

毎にＳＮＩＮＦＯの値が１ずつ減算され、０になったと

ころで、ＸＲＳＴＰパルスは、＂Ｌ＂から＂Ｈ＂に変化

し、ＦＩＦＯ部７０から読出が続行されるようになる。

【００９７】〔ファーストセル検出部９０〕ファースト

セル検出部９０は、ＸＲＳを生成する回路であり、図２

２に示すように、Ｄ－ＦＦ９１、Ｄ－ＦＦ９２及びＡＮ

Ｄ回路９３を有している。

【００９８】Ｄ－ＦＦ９１は、ＡＴＭ揺らぎ装置のリセ

ット直後のライトクロックＷＣを保持する回路であり、

＂Ｈ＂に保持された信号を、ライトクロックＷＣによっ

てラッチし、信号ａ１をＱ出力する。Ｄ－ＦＦ９１は、

リセット信号ＸＲＳＴによってリセットされる。

【００９９】Ｄ－ＦＦ９２は、信号ａ１を微分してパル

ス状の信号とする回路であり、信号ａ１を、ライトクロ

ックＷＣによってラッチし、反転信号ａ２を出力する。

Ｄ－ＦＦ９２は、リセット信号ＸＲＳＴによってリセッ

トされる。

【０１００】ＡＮＤ回路９３は、信号ａ１と信号ａ２と

の論理積演算を行い、演算結果の反転値をＸＲＳとして

出力する。図２３に、ファーストセル検出部９０の動作

を示す。

【０１０１】まず、リセット信号ＸＲＳＴにより、Ｄ－

ＦＦ９１及びＤ－ＦＦ９２がリセットされる。次に、ラ

イトクロックＷＣが＂Ｌ＂から＂Ｈ＂に立ち上がるのと

同期して、信号ａ１が＂Ｌ＂から＂Ｈ＂に変化する。こ

の後、信号ａ１は、リセット信号ＸＲＳＴが入るまで、

ライトクロックＷＣの値にかかわらず、＂Ｈ＂を保持す

る。

【０１０２】そして、信号ａ１が＂Ｌ＂から＂Ｈ＂に立

ち上がるのと同期してＸＲＳが＂Ｈ＂から＂Ｌ＂に変化

し、ライトクロックＷＣが＂Ｌ＂から＂Ｈ＂に立ち上が

るのと同期して、＂Ｌ＂から＂Ｈ＂に変化する。

【０１０３】〔ＦＩＦＯリセット生成部６０〕ＦＩＦＯ

リセット生成部６０は、ＦＩＦＯ部７０が空の状態で読

まれた場合やＦＩＦＯ部７０が満杯になった場合に、Ｆ

ＩＦＯ部７０をリセットする信号ＸＲＳＡを生成する回

路であり、図２４に示すように、Ｄ－ＦＦ６１、ＡＮＤ

回路６２、Ｄ－ＦＦ６３、Ｄ－ＦＦ６４及びＡＮＤ回路

６５を有している。

【０１０４】Ｄ－ＦＦ６１は、ＸＥＭＰＴＹを反転した

値を、ＦＩＦＯリードクロックＦＲＣによってラッチ

し、反転したＱ出力の信号ｄ１を出力する。反転したＱ

出力となるのは、Ｑの前にＸが付いているからである。

Ｄ－ＦＦ６１は、パワーオンリセットＸＰＯＲによって

リセットされる。ここで、ＸＥＭＰＴＹは、ＦＩＦＯ部

７０が空の状態で読まれた場合に、ＦＩＦＯ部７０から

発生される信号である。

【０１０５】ＡＮＤ回路６２は、信号ｄ１とＸＦＵＬＬ

との論理積演算を行い、演算結果の反転値を出力する。

ここで、ＸＦＵＬＬは、ＦＩＦＯ部７０が満杯になった

場合に、ＦＩＦＯ部７０から発生される信号である。

【０１０６】Ｄ－ＦＦ６３は、ＡＮＤ回路６２から出力

された値を、ネットワーククロックＮＣによってラッチ
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し、Ｑ出力の信号ｄ２を出力する。Ｄ－ＦＦ６３は、パ

ワーオンリセットＸＰＯＲによってリセットされる。

【０１０７】Ｄ－ＦＦ６４は、信号ｄ２を、ネットワー

ククロックＮＣによってラッチし、反転したＱ出力信号

ｄ３を出力する。Ｄ－ＦＦ６４は、パワーオンリセット

ＸＰＯＲによってリセットされる。

【０１０８】ＡＮＤ回路６５は、信号ｄ２とｄ３との論

理積演算を行い、演算結果の反転値をＸＲＳＡとして出

力する。図２５に、ＦＩＦＯリセット生成部６０の動作

を示す。

【０１０９】同図に示すように、ＸＥＭＰＴＹの反転値

がＦＲＣによってラッチされ、信号ｄ１が反転されたＱ

出力となっていることがわかる。次に、信号ｄ１又はＸ

ＦＵＬＬが＂Ｌ＂で、かつネットワーククロックＮＣが

＂Ｌ＂から＂Ｈ＂に立ち上がるのと同期して、信号ｄ２

が＂Ｌ＂から＂Ｈ＂に変化する。また、信号ｄ１及びＸ

ＦＵＬＬの両方が＂Ｈ＂で、かつネットワーククロック

ＮＣが＂Ｌ＂から＂Ｈ＂に立ち上がるのと同期して、信

号ｄ２が＂Ｈ＂から＂Ｌ＂に変化することがわかる。

【０１１０】そして、信号ｄ２とｄ３との論理積演算の

反転値がＸＲＳＡとして出力される。

〔ＦＩＦＯ部７０〕ＦＩＦＯ部７０は、ＡＴＭセル分解

部２０から入力した受信情報ＲＩを所定長蓄積する回路

であり、ＤＩＮ部、ＤＯＵＴ部、ＷＲＩＴＥ入力部及び

ＲＥＡＤ入力部を備えている。

【０１１１】ＤＩＮ部は、蓄積するデータを入力する。

ＤＯＵＴ部は、蓄積していたデータを出力する。ＷＲＩ

ＴＥ部は、データを蓄積する指示を入力する。

【０１１２】ＲＥＡＤ部は、蓄積していたデータを出力

する指示を入力する。図２６に、ＦＩＦＯ部７０の動作

を示す。まず、リセット信号ＸＲＳが＂Ｌ＂から＂Ｈ＂

に変化した後に、受信情報ＲＩがライトクロックＷＣに

同期してＤＩＮ部に入力される。このＤＩＮ部に入力さ

れたデータは、蓄積データＦＤＴとなる。

【０１１３】そして、ＦＩＦＯリードクロックＦＲＣが

＂Ｌ＂から＂Ｈ＂に変化すると、蓄積データＦＤＴがＤ

ＯＵＴ部から出力される。

〔セレクタ部８０〕セレクタ部８０は、ＦＲＣをＦＩＦ

Ｏ部７０のＲＥＡＤに出力する一方、ＦＩＦＯ部７０か

ら読み出しが開始されると、ユーザ情報ＵＩを一定速度

で再生開始する回路である、図２７に示すように、アイ

ドルデータ格納部８１、セレクタ８２及びＡＮＤ回路８

３を有している。

【０１１４】アイドルデータ格納部８１は、紛失したＡ

ＴＭセルの代わりとなる代替データＡＤＴを格納するも

ので、ここでの代替データＡＤＴは、オール０にされて

いる。なお、代替データＡＤＴは、他の値をとるように

しても良い。

【０１１５】セレクタ８２は、ＦＩＦＯ部７０から読み

出された蓄積データＦＤＴと、アイドルデータ格納部８

１から読み出された代替データＡＤＴとの切替を行う

〔ＡＮＤ回路５０〕ＡＮＤ回路５０は、ＦＩＦＯリセッ

ト生成部６０から出力されるＸＲＳＡとパワーオンリセ

ットＸＰＯＲとの論理積演算を行い、演算結果をＸＲＳ

Ｔとして出力する。このＸＲＳＴは、ＦＩＦＯ部７０及

びファーストセル検出部９０に供給される。

【０１１６】《本実施例の効果》次に、図２９から３１

を参照して、本実施例の効果を説明する。

（最初のＮセルがＡＴＭセル揺らぎにより間隔が短く受

信された場合）図２９は、最初のＮセルがＡＴＭセル揺

らぎにより間隔が短く受信された場合の効果の説明図で

ある。

【０１１７】図２９の上段、中段及び下段は、それぞれ

送信セルの送信間隔と受信セルの到達間隔、受信セルの

読出間隔及びＦＩＦＯ部７０に蓄積されているセル容量

を示している。送信セルは、平均値がＴで、分散が小さ

な時間間隔で送信されているが、実際にはＡＴＭ交換機

内のゆらぎにより、その到達時間間隔Ｔ1、Ｔ2、・・

・、Ｔ5 となっている。また、受信セルは一定のタイミ

ングＴで読み出される。そして、ＦＩＦＯ部７０は、４

セル分格納する容量を有する。

【０１１８】このような条件で、従来技術によれば、図

６に示すように、３セル分読んだ時点でＦＩＦＯ部７０

がエンプティとなり、エンプティリセットが発生してい

た。これは、２セルを受信してからデータ読出を開始し

たためである。しかしながら、本実施例では、Ｎ＝２、

即ち、ＦＩＦＯ部７０がリセットされてから２単位の読

出タイミングが経過した後、ＦＩＦＯ部７０からのデー

タ読出を開始するようにしたため、ＦＩＦＯ部７０がエ

ンプティにならない。そのため、エンプティリセットも

発生せず、安定して動作する。

（最初のＮセルがＡＴＭセル揺らぎにより間隔が長く受

信された場合）図３０は、最初のＮセルがＡＴＭセル揺

らぎにより間隔が長く受信された場合の効果の説明図で

ある。

【０１１９】図３０の上段、中段及び下段は、それぞれ

送信セルの到達間隔、受信セルの読出間隔及びＦＩＦＯ

部７０に蓄積されているセル容量を示している。送信セ

ルは、平均値がＴで、分散が小さな時間間隔で送信され

ているが、実際にはＡＴＭ交換機内のゆらぎにより、そ

の到達時間間隔Ｔ1、Ｔ2、・・・、Ｔ5 となっている。

また、受信セルは一定のタイミングＴで読み出される。

そして、ＦＩＦＯ部７０は、４セル分格納する容量を有

する。

【０１２０】このような条件で、従来技術によれば、図

７に示すように、２セル分読んだ時点でＦＩＦＯ部７０

がフルとなり、フルリセットが発生していた。これは、

２セルを受信してからデータ読出を開始したためであ

る。しかしながら、本実施例では、Ｎ＝２、即ち、ＦＩ

ＦＯ部７０がリセットされてから２単位の読出タイミン
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グが経過した後、ＦＩＦＯ部７０からのデータ読出を開

始するようにしたため、ＦＩＦＯ部７０がフルにならな

い。そのため、フルリセットも発生せず、安定して動作

する。

（セルが紛失した場合）図３１は、セルが紛失した場合

の効果の説明図である。

【０１２１】図３１の上段、中段及び下段は、それぞれ

送信セルの到達間隔、受信セルの読出間隔及びＦＩＦＯ

部７０に蓄積されているセル容量を示している。送信セ

ルは、平均値がＴで、分散が小さな時間間隔で送信され

ているが、実際にはＡＴＭ交換機内のゆらぎにより、そ

の到達時間間隔Ｔ1、Ｔ2、・・・、Ｔ5 となっている。

また、受信セルは一定のタイミングＴで読み出される。

そして、ＦＩＦＯ部７０は、４セル分格納する容量を有

する。そして、ＳＮ＝１、２及び３のセルが紛失したも

のと仮定する。

【０１２２】このような条件で、従来技術によれば、図

８に示すように、５セル分読んだ時点でＦＩＦＯ部７０

がフルとなり、フルリセットが発生していた。これは、

２セルを受信してからデータ読出を開始したためであ

る。しかしながら、本実施例では、Ｎ＝２、即ち、ＦＩ

ＦＯ部７０がリセットされてから２単位の読出タイミン

グが経過した後、ＦＩＦＯ部７０からのデータ読出を開

始するようにしたため、ＦＩＦＯ部７０がフルにならな

い。そのため、フルリセットも発生せず、安定して動作

する。

【０１２３】

【発明の効果】本発明の第１から第６の構成によるＡＴ

Ｍセル揺らぎ吸収装置によれば、先入れ先出し型メモリ

に対して、空の状態でデータ読出しが行われたり、上限

までデータが格納された状態でデータの書き込みが行わ

れたりすることが生じにくくなるので、安定的な動作が

保証され、最初に受信したＮセルの揺らぎに大幅に動作

が依存することがなくなる効果を有している。このた

め、先入れ先出し型メモリの容量を必要以上に大きくし

なくてもすむようになり、ハード量やコストを削減でき

るようにもなる。

【図面の簡単な説明】

【図１】　本発明のＡＴＭセル揺らぎ吸収装置の原理構

成図である。

【図２】　ＡＴＭセルの構成図である。

【図３】　ＡＴＭセルのＳＡＲ－ＰＤＵの構成図であ

る。

【図４】　ＡＴＭセルのＳＡＲヘッダの構成図である。

【図５】　従来のＡＴＭセル揺らぎ吸収装置の構成図で

ある。

【図６】　従来のＡＴＭセル揺らぎ吸収装置において、

最初のＮセルがＡＴＭセル揺らぎにより間隔が短く受信

された場合の動作図である。

【図７】　従来のＡＴＭセル揺らぎ吸収装置において、

最初のＮセルがＡＴＭセル揺らぎにより間隔が長く受信

された場合の動作図である。

【図８】　従来のＡＴＭセル揺らぎ吸収装置において、

セルが紛失した場合の動作図である。

【図９】　実施例のＡＴＭシステムの構成図である。

【図１０】　実施例のＡＴＭセル揺らぎ吸収装置の構成

図である。

【図１１】　ユーザクロック分周部の構成図である。

【図１２】　ユーザクロック分周部の動作図である。

【図１３】　ＡＴＭセル分解部の構成図である。

【図１４】　ＡＴＭヘッダ検出部の構成図である。

【図１５】　ＡＴＭセル分解部とＡＴＭヘッダ検出部の

動作図である。

【図１６】　セルカウンタ部の構成図である。

【図１７】　セルカウンタ部の動作図である。

【図１８】　リードクロック生成部の構成図である。

【図１９】　リードクロック生成部の動作図である。

【図２０】　セル紛失時におけるＡＴＭヘッダ検出部と

読出し制御部の動作図である。

【図２１】　リードクロック生成部とＡＴＭヘッダ検出

部の動作図である。

【図２２】　ファーストセル検出部の構成図である。

【図２３】　ファーストセル検出部の動作図である。

【図２４】　ＦＩＦＯリセット生成部の構成図である。

【図２５】　ＦＩＦＯリセット生成部の動作図である。

【図２６】　ＦＩＦＯ部の動作図である。

【図２７】　セレクタ部の構成図である。

【図２８】　セレクタ部の動作図である。

【図２９】　実施例において、最初のＮセルがＡＴＭセ

ル揺らぎにより間隔が短く受信された場合の動作図であ

る。

【図３０】　実施例において、最初のＮセルがＡＴＭセ

ル揺らぎにより間隔が長く受信された場合の動作図であ

る。

【図３１】　実施例において、セルが紛失した場合の動

作図である。

【符号の説明】

ＡＴＭＤＴ　ＡＴＭデータ

ＣＥＣＫ　セルクロック

ＣＫＩ　クロックインプット

ＤＴ　データ

ＥＭＰＴＹ　エンプティ

ＦＵＬＬ　フル

ＮＣ　ネットワーククロック

ＰＣ　ペイロードゲート

ＰＯＲ　パワーオンリセット

ＲＣ　リードクロック

ＲＤＳＴ　リードスタート

ＲＤＳＴＰ　リードストップ

ＲＩ　受信情報
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ＲＳＴ　リセット

ＳＮ　シーケンスナンバー

ＳＮＩＮＦＯ　シリアルナンバーシーケンス情報

ＳＮＲＤ　シーケンスナンバーリード

ＵＣ　ユーザクロック

ＵＩ　ユーザ情報

ＵＩＣＫ　ユーザ情報クロック

ＷＣ　ライトクロック

１０　ユーザクロック分周部

２０　ＡＴＭセル分解部

３０　セルカウンタ部

４０　リードクロック生成部

５０　ＡＮＤ回路

６０　ＦＩＦＯリセット部

７０　ＦＩＦＯ部

８０　セレクタ部

９０　ファーストセル検出部

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図９】 【図１１】

＊

＊
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【図２１】
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【図２６】

【図２８】
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